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正診19倒， false negative 2 1f~の成績を得た。 
47.食道静寂謹出血f9!Jに対して経皮経肝門騒塞栓術を
撞行した 3症額i
蜂巣志，榎本和夫，鈴木重人
柏原英憲，境山鐘蕗(国立佐倉〉
桜庭宥提(千大〉
高安賢一(国立千葉〉
症例は吐車を主訴とした肝硬変例 3例である。食道パ
ノレーン止車の後に PTOを施行した。止血法は50%ブド
ウ糖， トロンピン，ゼノレフォームを使用し 1併でスフ y，0 
ングコイルを使用した。内視鏡的には 1備で治癌し 2例
で軽挟した。 
48.上車部手誌にませする肪膏弓詞大関叡器の梗吊経験
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我々の肋骨弓関大関創器の紹介を行なった。この開創
器は手指台を支持台とし， 2本の支持棒および2倍の鋳
を有する横棒よ Fなっており患者の肋骨弓の関大挙上を
行なうことにより上腹部の良好な視野が得られp 手術操
作も安全かっ確実に行ない得た。その一応用傍として膏
上部癌に対する縦踊内食道空揚吻合術を紹介した。 
49. Vasopressin全身投与による消化管出血の保存的
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Vasopressin 100Uを末梢静脈より 0.2じ/minの速度
で投与することにより 60.4%の症例に効果を認め，疾患
別に有効率をみても差異は認められなかった。さらに内
視鏡による出血血管薙認の有無により検討したが，有効
日の10，.3率に差異はみられなかった。一方，再出血が 
短期間のうちに， 20.7%に認められ，保存的止血法の隈
界を感じさせられるが， Poor risk例には積極的に施行
したい方告である。なお爵作毘は 48例中徐~1例，乏尿 
2例であった。 
50.下薮慢性陸車性血行障害に対する血行再建術
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下設の漫性誼血性皐行i毒害患者は近年増加額向を示
し，主訴?玄関欠性鼓行のみではなく，病状の悪北により
虚血栓潰蕩，安静詩疹請を{半1へさらに虚車4性壊死のた
め肢・ 1i!上切断を施行せざるを得ない場合が少なくない。1
最近5年間にわれわれが取り扱った下肢の護性患血性疾
患は61例(全動脈系疾患の52.1%)で，内訳は閉塞性血
栓性動脈炎 (TAO)26例， 閉塞性動脈硬化症 (ASO) 
22例，大動脈一腸骨動販問塞症 (AIO)10倒，その他3
街であった。 TAOの約半数は腰部交感神経節切除によ
り愁訴は改善されているが，腰交切・血栓除去術を施行し
ても下肢・駈切断に至ったもの辻23%あった。 ASOは
腰交努・血栓内膜摘除術等により改善されているが，来
院時既に下肢の壊死が進展して単純下肢切新が13%であ
った。 AIOは車栓内摸橋徐術 14肢，バイパス 1肢で，
肢に再開塞を認めた。1年の遠隔成績で6，.1術後 
51.荏原病震における大腸手術倒の検討
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荏涼病読勤務以来の 3年 6カ月間の喪部手衛症例は 
991併で内訳は胃癌 131例，大腸癌 109例でこれは最近の
傾向を示し，大腸疾患が増加している。特に結揚癌は腸
爵塞を記して来院する場合も少くなく，これら辻注湯に
より病変部位を診断すべきで為る。また，最近慧室の穿
孔例が増加しているので，この治療を述べる。 
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1971年 7月以来14例の急J註腎不全を経験した。 9例が
帯化器疾患に関連するもので，その内に胆管炎3例，悪
性麗蕩3例を含む。 14釘中1例記透析療法を施行 (H.D. 
8，P.D. 3，D.H.P.十 H.D.1)，4簡が亮亡。 3例は
保存的に治癒，全体の救命率は71.4弘であった。 
53.胃全摘食道十二指腸摺空揚有茎移植篠術式の 2， 
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胃全捕後の再建衛式として我々の病院では，食道十二
指揚需空揚有茎移植術を第一選択として居 9最近6年間
に37症例を行っている。この様式について移植腸管のと
り方，吻合方法，また簡便な空揚痩の作成法等について
私の工夫した点を述べ，また適応についてもかなり拡大
した考え方を述べた。
